　　その後 (ご)の春				
						久奈瀬　幸司


　なかなか進まない時計の針を見ると溜息が出る。
机に座ってからまだ一時間もたっていないが、全くやる気が起きない。広げたノートはほとんど真っ白であり、参考書はめくられることなくずっと同じページで、折り目ばかりがしっかりとしていく。
眠気覚ましに用意していたコーヒーに口をつけた。強烈な苦みが味覚を襲う。少し濃いめに煎れてしまったようで、軽くむせてしまった。
「少し休憩するか」
もう一度時計を見て、大きな溜息をつくと、握っていたシャーペンをノートの上に放り投げた。

休憩がてらに少し散歩しようと玄関を出た。外に出ると、春の穏やかな風が体を通り抜けた。その風に乗ってちらほら桜の花びらも舞っている。四月に入り暖かくなってずいぶん過ごしやすくなった。
　なんでこんないい陽気なのに家にこもって勉強しなければならないのだろうか。いつもの散歩コースである土手の方に向かいながら自問してみるが、答えははっきりしている。ふわり、と俺の鼻の上に散ってきた桜の花びらを掴むと、指でくしゃくしゃにした。
　第一志望だった大学の合格発表の掲示板に俺の番号はなかった。今から約一ヶ月前の、桜がまだ散り始める前のことだ。すごく自信があったわけではないが、それなりには勉強をしてきたので悔しかった。そして、その悔しさが、滑り止めで受かっていた他大学への進学を拒んだ。
　今考えると、その選択が正しかったかどうかはわからない。高校ではたいした成績は修められなかったし、勉強も好きな訳じゃない。これから一年間勉強し続けられるかどうか自信もない。ただ、あの時期は受験の焦りやストレで気が立っていたのは事実だ。今でこそ少し落ち着いたが、受験が終わった後もしばらくはいらいらしていた。だから、勢いに任せて浪人の道を選んでしまったのかもしれない。思ったことを一度冷静になって考えてみることなく行動に移してしまうのは俺の悪い癖だ。
　そう、あの時期の俺はまともではなかったのだ。特に受験前はいらだちもピークに達して、募る焦燥と不安を自分ではどうすることもできなかった。そして、家にこもりひたすら机にかじりついてい
た俺のストレスのはけ口は、半ばあたりまえのように身内に向いた。
中でも弟の智に対する態度は酷かったと思う。智は一つ年下で、小さい頃はいつも俺の後ろに付いてきたものだが、最近ではあまり口をきくこともなくなった。智は俺と違って学校の成績もよく、両親にも可愛がられている。もしかしたらそんな弟がうらやましかったのかもしれない。思うままに八つ当たりのような暴言を吐いたことが悔やまれる。弟ならきっと受験のいらだちを他人に無様にまき散らすようなことはしないだろう。我ながらよくできた弟だと思う。どうにか今まで通りの普通の関係に戻れないだろうか。

　そんなことを考えながら歩いていると、住宅街を抜け土手にたどり着いた。そばには緩やかに流れる川があり、その水面は柔らかな日差しを反射して輝いている。その両側に続く川縁には背の低い草が茂り、さらさらと風になびいていた。そこから少し上った位置に延びているこの土手は、平日の昼間ということもあり、あまり人気はなく、散歩している人が数人見えるだけだ。
そのまま駅の方まで歩くことにした。駅前に新しくできたクレープ屋があり、一つ買って帰ろうと思ったからだ。そこのクレープは値段が安く、種類も豊富ということで話題になっていた。折角だから弟の分も買ってやろうと思った。もしかしたら、このクレープがきっかけで仲直りできるかもしれないと、それこそ甘いことを考えた。
そんなことを思いながら川沿いの土手を歩いていると、少し大きめの段ボールの箱を見つけた。道の隅の方に申し訳なさそうに置いてある。近寄ってみると、箱の中に一匹の子犬がいた。白と茶色のぶち模様のシーズーがこちらを見て尻尾を振っている。おそらく捨てられたのだろう。しかし残念ながらうちでは飼えない。そういえば神崎の奴、犬が好きって言っていたし、あいつん家に持っていってやろう。
「なにしてんの兄貴？」
　突然後ろから声がした。驚いて振り向くと、高校の制服を着た弟の智が自転車にまたがっていた。おそらく学校帰りなのだろう。智は自転車をその場に止めると駆け寄ってきた。
「あ、ああ……散歩してたら捨て犬を見つけたんだ。神崎のところに持って行こうかと思って」
　返事が少したどたどしくなってしまった。智の方から声を掛けてきたのが久しぶりで、ちょっと驚いた。
「そうなんだ。相変わらずだね兄貴は。……俺もついて行っていい？」
　智は俺の隣に座ると、子犬の頭をなでながらそう言った。
「それは構わないけど……本当についてくるのか？」
　急にどうしたというのだろう。最近話もろくにしてなかったのに、まさかついてくると言うとは思わなかった。
「もちろん。久しぶりに神崎さんにも会いたいしね」
　智は笑顔で答えた。
「そうか、じゃあ行くか」
断る理由もなかったので一緒に行くことにした。それに、智と一緒に何かするのも久しく無かったので、その提案は正直うれしかった。段ボールの中から子犬を抱き上げると、子犬はちぎれんばかりに尻尾を振った。
　智と二人並んで土手を歩き始めた。俺は子犬を抱きかかえながら、智は自転車を引きながら、ゆっくり歩いた。最初はお互い無言のまま歩き続けた。ただ並んで歩くことを噛みしめているかのような気さえした。そして、どちらからともなく、ぽつぽつと言葉を紡ぎ始めた。とりとめのないくだらない話。それは手探りで相手の位置を確かめるような、不安定な言葉の応酬だった。以前なら考えられないほどちぐはぐな兄弟の会話が続く。そんな会話を繰り返す中で俺は、受験前の智に対する態度について謝ろうと思った。この後ろめたさを解消しないと先へ進めない気がしたからだ。ぶわっ、と勢いよく吹き抜けた春風がその思いを後押しする。
「受験の時、きつくあたって悪かった。許してくれ」
気がつくと自然と口に出ていた。自分でも素直で嘘偽りのない言葉だと思った。
「なんだよ急に、兄貴」
　智は突然の謝罪に目を丸くし、少し視線を横に逸らした。
「いや、あの頃お前に八つ当たりしたから謝ろうと思って。あれ以来ろくに口も聞かなくなったし、お前にはいやな思いさせたと思うから」
　この言葉も自然に口から出てきた。一度思いを口にすると、案外すんなりと言えるものだ。心が柔らかい風に包まれたかのように軽くなるのを感じた。智はゆっくり目を閉じたかと思うと、ふっ、と笑ってこちらを向いて「やっぱり敵わないな、兄貴には」と呟いた。
「俺はそんなこと全然気にしてないよ」
「え、でもあの時期から話することもなくなったし……」
「それは、受験前は兄貴の勉強の邪魔したくなかったし、そのあとは兄貴が志望校受からなかったから、なんか声かけづらくて……」
智は苦笑いを浮かべながら答えた。
「それでも、八つ当たりされたんだから、むかついたりしたろ？」
俺は半ば肯定を望んでいるのかのようにしつこく訪ねていた。
「そんなことないよ。俺はむしろうらやましいと思った。思ったことを口にできたり、行動できたりしてる兄貴をね」
　その返事には驚いた。八つ当たりされたら、恨むことはあってもうらやむことなど何もないはずだ。ばかにされているんだろうか。
「そうじゃないんだ兄貴」
　智は笑みを消して続けた。
「例えば、今兄貴は捨てられていた子犬を神崎さんの家に届けようとしてるけど、もし俺がこの子犬を見つけていたら、かわいそうだと思いはするけど、そのまま放置して帰るんだよ。うちじゃ飼えないし、誰かに引き取ってもらおうとするのも、なんか気まずくて。でも、兄貴は見捨てたりしない。かわいそうだと思ったら助けようとするんだ。俺は兄貴のそういうところを……まぁ、尊敬してる」
　確かに普通は、拾った犬をいきなり人に預けようとは思わないのかもしれない。また思いつきで行動してしまったのかと思うと、少し自己嫌悪に陥りそうになる。しかし、智がこの性格に対してそんな風に思っていたとは思わなかった。智の言葉に何も返すことができないでいると、智は笑顔でそのまま続けた。
「兄貴、覚えてる？　小学生の時、今日みたいに捨て犬を見つけたことがあったよね」
そう言うと、智は川の方を向いた。俺も子犬をひと撫ですると同じ方向を向く。撫でられた子犬がひとつ大きなあくびをした。

　あれは小学校の低学年の頃の話。学校からの帰り道、この土手を家に向かって歩いていたら、しゃがんでいる智を見つけた。明るい夕方だった。
　なにしているんだろうと思って近づいてみると、智が小さな段ボールの前にしゃがみこんで泣いていた。段ボールの中には子犬が一匹いた。白かったと思う。何があったのかを泣いている智から少しずつ聞くと、どうやら、捨て犬を見つけたけど、どうすればいいか分からなくて泣いてしまったらしい。以前に、拾った猫をうちに持って帰って、母親に怒られたことがあったので、うちでは飼えないことを二人とも分かっていた。智は、かわいそうで見捨てられず、かといってうちでも飼えないという状況で板挟みになり、どうしようもなくなって泣いてしまったのだと思う。俺はそのとき、どうにかして智に泣き止んでもらいたくて、智の横にしゃがみ、おもむろに智の手を握ると
「大丈夫。兄ちゃんに任せろ」
と力強く言った。考えなど何もなかったが、とにかく安心させてやりたかった。
　そして、智の手を握ったまま立ち上がり、家に向かって歩き始めた。智は半べそをかきながらも、俺の手を強く握りしめながら、しっかりと俺の後についてきた。そして二人で家に着くと、智に
「あのワンちゃんを助けてくる」
　と言い残して俺はすぐに家を飛び出した。

「そういえば、そんなことあったな。でもよく憶えてたな」
　俺は智の方を向きながら言った。
「俺、あのとき家まで引っ張って行ってくれた兄貴の後ろ姿は今でも憶えてるよ」
　智は俺の方に向けながら言った。面と向かってそんなこと言われると少し照れる。智も照れたようで「まぁ、そんなわけで兄貴にむかついてるとかはないよ」と言って前を向いた。
　智が俺のことをそんな風に思っているとは正直驚いた。成績もよくて、親にも可愛がられてる智に対して、俺はただの浪人生である。受験期につらく当たったこともあるので快く思われていないと思っていた。しかし、智はそんな俺を尊敬してるとまで言ってくれた。自然と笑みがこぼれそうになる。
「俺だってお前の頭の良さとかはうらやましいなと思ってるよ。俺とは全然できが違うからな」
　素直な気持ちが照れ隠しとなって出た。智は一瞬面食らっていたようだがすぐに人なつっこい笑顔を見せると、
「確かに兄貴はばかだからなぁ」
と言ってお互い笑い合った。
その後は、またお互い口数が少なくなって他愛のない話をしながら歩き続けた。そして、土手を抜け駅に近づいてきた頃、思い出したように智が質問してきた。
「そう言えば、小学生の時見つけたあの子犬は結局どうしたの？」
「ああ、あの子犬か。あれは家飛び出した後、子犬のところまで戻って、抱きかかえてそれから……」
俺は思い出すと苦笑しながら答えた。
「神崎の家に押しかけたんだ」

駅前でクレープを買って神崎の家にお邪魔した。神崎は小学生の時からの同級生で、今でもたまに遊んでいる。神崎は春から大学生で、夢のキャンパスライフを送っているそうだ。子犬の話をするとよろこんで引き取ってくれた。ちなみに、小学生の時引き取らせた子犬は数年前になくなったそうだ。残念だが仕方ないことなのかもしれない。三人でクレープを食べた後、お礼を言って彼の家を出た。

家に着く頃には日も沈みかけていた。玄関で服についた桜の花びらをはたき落として家に入る。散歩だけのつもりがだいぶ休憩してしまったので、急いで勉強を再開させないとまずい。俺はリビングによることなくそのまま自分の部屋へ向かった。
自分の部屋に入ってドアを閉めようとしたとき、ドアからひょっこり智が顔を出した。
「今までは兄貴の背中を追いかけるだけだったけど、今年は対等に受験で勝負だね。言っとくけど、俺勉強じゃ負けないよ」
　智は笑いながら生意気なことを言ってきた。
「俺は兄貴だからな。勉強でも弟に後れをとることはない」
　俺も負けじと虚勢を張る。智はいっそういやみったらしく笑うとドアを閉めた。智にばかにされたままなのはなんか悔しい気がする。俺は早速机に座り、昼間放り投げたシャーペンを拾うと、勢いよくノートを広げた。
